
芝

表

Tim EX2 EX1 2nd 1th 1th 2nd EX1 EX2 Tim

0 21 GK GK 1 0

0 3 DF DF 2 0

1 1 2 4 DF DF 3 0

0 16 DF DF 18 0

0 22 DF DF 4 0

0 5 MF MF 17 3 1 2 60

HT 2 2 7 MF MF 8 0

1 1 10 MF MF 5 0 50

0 14 MF MF 10 1 1

63 1 2 3 17 FW FW 11 0 64

63 3 3 20 FW FW 9 0 40

0 1 GK GK 12 0

0 6 DF DF 6 0

0 23 DF MF 15 0

0 24 DF MF 7 0

1 1 11 MF FW 16 0

0 18 MF FW 13 1 1

0 19 MF 0

0 8 FW 0

1 1 9 FW 0

Tim R/Y No. Tim R/Y No.

69 Ｙ ⑨ EX2 EX1 2nd 1th 1st 2nd EX1 Ex2

0 0 4 9 13 5 1 4 0 0

0 0 0 6 3 3

2 4 6 1 1 0

4 5 9 9 4 5

1 1 2 4 3 1

1 3 4 2 1 1

0 0 0 0 0 0

Tim No.

7 ⑦

9 ⑰

39 ⑳

57 ⑰

61 ④

62 ⑬

四中工ペースは変わらず、⑭稲森のスルーパスから４点目を奪い試合を決定づけた。ボールへのプレス、個人技術、判断の早さ、

攻守にわたっての連動した動き等、四中工の良さ、強さが目立った決勝戦だった。

転記責任者：藤田一豊

の１０分で２点を先取し、その後も意図的なサイドチェンジを入れながら、左サイドから多くのチャンスを作り出す。三重は、奪

【戦評】記入者：　［　　生田　裕也　　］　　　　　　　所属：　［　県立上野工業高等学校　］
立ち上がりから四中工がボールを支配し、サイド・トップを起点にし、ワンタッチプレーでバイタルエリアを攻略しに行く。前半

ったボールをＦＷに入れながら繋ごうとするが、四中工のプレスとＤＦの準備がよく、ボールを保持することができない。後半も

～ SG三　重 川端　一徹 ５－１ ⑬川端
ＰＫ SG SG四中工 近藤　　力 ５－０ ④近藤

→ ⑰畠山 SG四中工 畠山　祐輔 ４－０ ⑳小島

→ ⑳小島 SG四中工 小島　弘巳 ３－０ ⑰畠山

→ ⑰畠山 ～ SG四中工 畠山　祐輔 ２－０ ⑳小島

～ SG四中工 里中　頌平 １－０ ⑦里中

得点ﾁｰﾑ 得点者 スコア 得点経過　記録例：～ﾄﾞﾘﾌﾞﾙ →パス ↑浮き球 ×混戦　Ｓｼｭｰﾄ　Ｈﾍﾃﾞｨﾝｸﾞ　　

ＰＫ
ｵﾌｻｲﾄﾞ

間接FC

直接FC

ＣＫ

ＧＫ

Shoot

Name Reason

増田了介 ラフ Team-Total

Name Reason 樋口　士郎 伊室　英輝
警告・退場 監　　督 監　　督

増田　了介
荒川　悠歩
倉田　尚弥
飯田　博也 川端　一徹
多田　康平 新竹　一輝
樫原　直也 川崎谷　輝
森　　裕介 川崎　健多
野村　達郎 土上　翔太
岩乗　孝道 浜田　翔平

⑧荒川 小島　弘巳 木野田和也 ⑬川端
⑨増田 畠山　裕輔 脇　　　睦 ⑦川崎谷

稲森　　睦 小林　知弘
寺前　隼人 安尾　俊祐 ⑥土上

⑪多田 里中　頌平 城野　太志
野口　貴史 平野　貴士 ⑮川崎

清水　勇治 村瀬　敏晃
田中　優毅 王本　直輝
近藤　　力 竹中　章浩
影山　裕晃 松井　大輝
山本　　誉 福森　崇祐

Shoot Change

Name Name

Kick off

Change Shoot
Tot PLAYER No. Posi No. PLAYER Tot

ex2nd

Kick off ＰＫ

3 2nd 1
EX1th

Record 宇治山田高校 乾燥

四日市中央工業 5

2 1sut 0

1 三　　重

Referee 盛田 A-Ref2 中田

ピッチ状態 観衆数

Match-Commissioner A-Ref1 大森 4th-Re 近藤 良
1,000人

湿　度 % 風 無天　候 晴れ 気　温 ℃

２００６年度　三重県高校サッカー新人大会
日　時 2007,2,11(Sun) 13:00 形式 80分（延長20分：PK） 会場名 三重県営総合競技上


